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表 1. 初級日本語教科書の中の「よね」 
 
教科書名 使用回数 意味機能 
『初級日本語』（全 2 巻） 0 × 
『初級日本語げんき』（全 2 巻） 0 × 
『新文化初級日本語』（全 2 巻） 0 × 
『大地』（全 2 巻） 1 × 
『みんなの日本語』（全 3 巻） 0 × 
『A Course in Modern Japanese』（全 2 巻） 2 × 
『J.Bridge for Beginners』（全 2 巻） 8 × 
『Japanese for Busy People』（全 3 巻） 3 ○ 
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Notes「How to support someone’s view」の項で、「ね」及び「よね」が相手の考えに
賛成を表明する発話例の一部として用いられている（図６参照）。 
      
 
図 6.『Situational Functional Japanese』Vol.3 Notes（228頁） 
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ね」が初出した課（第３巻第６課）の会話の注で「よね is an ending used in spoken 
Japanese to ask someone for confirmation about a statement one has made.」(102
頁)と説明されている。しかしながら、同書第１巻での「ね」の説明では「The particle
ね comes at the end of a sentence or phrase and, like “isn’t it?” in English, 

















表 2. 中級日本語教科書の中の「よね」 
 
教科書名 使用回数 意味機能 
『会話に挑戦！中級前期からの日本語ロールプレイ』 6 × 
『会話のにほんご』 5 × 
『新日本語の中級』 8 × 
『上級へのとびら』 11 × 
『なめらか日本語会話』 7 × 
『ニューアプローチ中級日本語』 5 × 
『文化中級日本語』（全 2 巻） 4 × 
『わかって使える日本語』 0 × 
『Intermediate Japanese』 6 × 
『J.Bridge to Intermediate Japanese』 2(1) × 
 
上の表から分かるように、今回調べた中級日本語教科書は『わかって使える日本語』


























   
図 9. 『上級へのとびら』（164頁） 






    
図 10.『会話のにほんご』(62頁) 
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また中級教科書では、会話文の中だけではなく、練習問題（タスクシート-図 11参照、

















































































































表 3. 中上級日本語教科書の中の「よね」 
教科書名 使用回数 意味機能 
『日本語超級話者へのかけはし』 13 × 
『日本語を話そう』 16 × 
『ニューアプローチ中上級日本語』 20 × 



































































   
「応える」（図 19参照）でも「よね」が①の２番及び３番の表現に用いられている






















         
図 20.『ニューアプローチ中上級日本語』(77頁) 
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表 4. インタービュー中の「よね」「よ」「ね」の使用回数比較 
  「よね」 「よ」 「ね」 
名前 性別 合計 被質問者 質問者 合計 被質問者 質問者 合計 被質問者 質問者 
MA F 12 2 10 2 0 2 48 9 39 
TA M 5 2 3 2 2 0 41 12 29 
TA F 16 7 9 0 0 0 47 20 27 
WA F 4 2 2 1 0 1 35 7 28 
YI F 7 2 5 0 0 0 16 5 11 
YI M 4 1 3 13 12 1 53 28 25 
CI F 11 8 3 5 3 2 40 21 19 
KN M 9 7 2 2 1 1 24 18 6 
KO F 4 3 1 13 13 0 22 15 7 
MO M 0 0 0 0 0 0 48 37 11 
NO F 1 1 0 0 0 0 20 17 3 
TO1 M 8 6 2 1 1 0 25 18 7 
TO2 M 12 6 6 25 23 2 68 35 33 
IO F 4 2 2 0 0 0 14 13 1 
KI F 6 2 4 0 0 0 49 25 24 
NK F 6 3 3 0 0 0 56 26 30 
SK M 10 7 3 6 6 0 52 42 10 
MK F 7 2 5 0 0 0 20 14 6 
YS F 4 2 2 1 1 0 35 23 12 
KJ F 1 0 1 0 0 0 23 19 4 
CJ F 6 3 3 0 0 0 18 14 4 
TS1 F 12 7 5 0 0 0 18 9 9 
TS2 F 3 1 2 0 0 0 33 10 23 
TS M 0 0 0 0 0 0 47 39 8 
IT F 1 0 1 1 1 0 31 23 8 
MT F 6 2 4 0 0 0 22 9 13 
RT M 8 5 3 0 0 0 6 2 4 
KN M 11 4 7 0 0 0 93 50 43 
TN F 2 2 0 0 0 0 31 25 6 
MN F 3 0 3 1 1 0 32 28 4 
TN F 6 2 4 7 7 0 44 24 20 
YN F 5 1 4 0 0 0 29 10 19 
NF M 10 1 9 1 0 1 69 31 38 
MF F 6 0 6 0 0 0 69 40 17 
FH F 3 1 2 0 0 0 57 26 19 
YM F 3 3 0 0 0 0 45 23 1 
AM F 9 3 6 0 0 0 24 34 25 
RY M 2 1 1 7 7 0 59 29 8 
YY F 10 3 7 0 0 0 44 24 20 
MY F 2 0 2 0 0 0 13 4 9 
合計 239 104 135 88 78 10 1488 858 630 
   



















































の図 24 及び 25参照）。図 25 に見られる「よ」の意味機能（“to emphasize information 
which is listener does not know, or show that you are giving your judgement or 
views assertively”)を図 24での説明にある「ね」の意味機能（“shows the speaker’s 

















図 24.『みんなの日本語 初級Ｉ翻訳・文法解説英語版』(41頁) 
      
 
 






















な遊びを行うというものだ（写真 1 参照）。 
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